
（1）「広報おんが」

、「：墨書：詰
発　行　昭和瓢箪12月10日　　発行所　遠賀町役場　編集　庶務課庶務係　　印　刷　冷寧日印刷合資会社

）－；霊， � � �．∴∴∴： 遼鵜鶉ノ1－ ��i i 、誇 

／／絡率霊詰霊諒藍霊誉瀾懸諮 　／説経詔艶編姦淫／／姦鍾 ������� 

．毎 �／○ノ畿シ　＿ 

／　　′ ����� �� 

／＼n／：／ �������� 

∴∴∴　　　　∴∴ �����：∴∴ �／ 彰 ��� 言「． 

∴∴∴ ／／影／ノ ∴∴ ∴∴∴ 〝ク＿‾杉 ∴∴．∵∴ ∴ ∴ 栄子発隊荻 ∴∴∴ ∴∴ ∴∴．； 暇／溺 12残影霧 ∴∴ ／1％㌶i／／ ’／〟 ��∴ 多 く／γ／／ ／i／護霧 ※／ i多彩i／ ∴i �綴 ∴∴∴ �∴∴－∴∴∴∴ ∴∴ ∴ 「： ∴ ；∴∴：∴∴ �：高言∴ ∴∵．∴嘉 ：∴∴∴∴、∵ ／％易㍗ ：∴∴ ∵ ：∴∴∴∴ ∴∴： �∴ ∵： ィ多／／、／ 後詰 �　∴∴∴ 　∴∴ ∴∵∴∵∴ �∵∴ ∴∴∴ � 

ぼくたち、カゼなんかひかないそ．／

（遠賀川保育園）

11月　20　日　　　　早朝　マ　ラ　ソ　ン

風邪にまけるな．／　自分のからだは、自分で健康管理。
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悪
質
サ
ラ
金
業
者
に
注
意
／

夫
の
蒸
発
、
離
婚
、
一
家
心
中
な
ど
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
を
め
ぐ
る
悲
劇
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

5
万
、
1
0
万
の
小
口
の
お
金
が
簡
単
は
手
続
き
で
借
り
ら
れ
る
た
め
、
．
悲
劇
の
主
人
公
′
の
ほ
と
ん
ど
は
、
利
息

や
返
済
条
件
も
確
か
め
な
い
で
気
軽
に
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
資
金
に
あ
て
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
返
す
あ

て
の
な
い
、
一
時
し
の
ぎ
の
借
金
ほ
ど
、
あ
と
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
悪
質
な
手
口
に
か
か
る
と
、
と
り
返
し
の
つ
か

な
い
悲
劇
が
あ
な
た
を
見
舞
う
の
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
。

借

り

る

時

は

ま
ず
返
済
計
画
を
立
て
よ
う

一
部
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の
利
息

が
、
銀
行
な
ど
一
般
金
融
機
関
に
比
べ

て
、
い
か
に
高
利
に
な
る
か
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

現
在
、
利
息
の
最
高
限
度
は
、
利
息

制
限
法
に
よ
っ
て
、
元
金
1
0
万
円
未
満

の
場
合
は
年
2
0
％
な
ど
、
元
金
の
多
い

少
な
い
に
よ
っ
て
利
息
の
限
度
は
年
1
5

％
～
2
0
％
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
刑
事
詞
と
し
て
は
、
年

1
0
9
・
5
％
を
超
え
る
掲
合
し
か
、

出
資
法
で
処
罰
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん。
こ
の
1
0
9
・
5
％
と
い
う
金
利

は
、
銀
行
ロ
ー
ン
の
年
利
が
最
高
1
4
－

1
5
％
な
の
に
比
べ
る
と
、
い
か
に
高
い

か
が
わ
か
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
1
0
万
円
借
り
だ
と
し
ま

す
。
1
日
当
た
り
の
利
息
は
3
0
0
円

で
す
が
、
1
か
月
後
に
は
9
0
0
0

円
、
1
年
後
に
は
1
0
万
9
5
0
0
円

と
、
元
金
よ
り
多
く
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
元
金
、
利
息
合
わ
せ
て
2
0
万
9
5

0
0
円
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
業
者
の
全
都
が
、
こ
の

処
罰
金
利
ギ
リ
ギ
リ
の
憩
で
貸
し
付
け

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
悪
徳
業

者
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
を
利
用
す
る
と

き
は
、
自
分
に
可
能
な
返
済
条
件
を
ま

気
を
　
つ
　
け
よ
う

悪
質
業
者

サ
ラ
リ
ー
ロ
ー
ン
の
利
用
者
が
増
え

ろ
ほ
つ
れ
て
、
業
者
の
悪
質
な
手
口
も

ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
代
表

的
な
悪
質
手
口
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ

ス
ノ
o

①
　
貸
付
金
の
利
息
の
ほ
か
、
書
類

代
、
印
紙
代
、
担
保
物
件
保
管
料
な

ど
と
称
し
て
、
い
わ
ゆ
る
み
な
し
利

息
（
1
0
日
間
で
的
％
と
い
う
高
金
利

も
あ
る
）
を
と
る
業
者
が
い
ま
す
。

ず
考
え
、
そ
の
条
件
内
で
借
り
ら
れ
る
　
⑧

か
ど
う
か
な
ど
、
条
件
を
よ
く
確
か
め

て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑧

貸
し
付
け
の
条
件
と
し
て
、
時
計

衣
類
な
ど
の
商
品
を
時
価
の
数
倍
で

買
い
と
ら
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

業
者
が
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
い

て
、
返
済
で
き
な
く
な
っ
た
お
客
を

の

手

口

相
互
に
紹
介
し
あ
い
、
次
々
に
た
ら

い
ま
わ
し
を
す
る
。
気
が
つ
い
た
と

き
は
、
ポ
ロ
ポ
ロ
に
さ
れ
て
し
ま
う

の
で
す
。

④
　
利
息
の
支
払
い
が
遅
れ
て
い
た
お

客
に
暴
力
で
、
利
息
の
支
払
い
を
強

．
制
す
る
業
者
が
い
ま
す
。

⑤
　
期
日
に
返
済
し
な
い
場
合
、
深
夜

に
数
分
お
き
に
感
話
で
穎
求
し
た
り

．
金
返
せ
夕
と
書
い
た
ビ
ラ
を
、
家

の
玄
関
に
譲
り
つ
け
る
な
ど
の
い
や

か
ら
せ
を
す
る
業
者
も
い
ま
す
。

金
利
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
と
き

や
、
取
り
立
て
を
め
ぐ
っ
て
、
被
害

に
あ
っ
た
と
き
は
、
泣
き
寝
入
り
し

な
い
で
、
馨
窯
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
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ー
消
防
一
一
九
コ
ー
ナ
ー
～

火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
の
チ
ョ
．
ッ
ト
し
た
心
の
ス

キ
間
を
狙
っ
て
全
国
で
は
、
毎
日
ど

こ
か
で
火
災
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
火
災
が
お
こ
っ
た
時
の
避
難

方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

お
と
し
よ
り
子
供
を
ま
す
先
に

○
　
お
と
し
よ
り
子
供
の
寝
る
場
所

は
、
避
難
の
し
や
す
い
と
こ
ろ
に

し
ま
し
ょ
う
。

○
　
日
頃
か
ら
火
災
に
あ
っ
た
時
の

避
難
方

て
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
塵
か
ら
逃
げ
る
方
法
〕

○
　
で
き
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
す

る。
○
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
な
ど
を
口
に

あ
て
、
で
き
る
だ
け
連
を
す
わ
な

※
「
火
の
な
い
と
こ
ろ
に
煙
は
た
た
な

い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
物
が
燃
え

る
と
必
ず
塵
が
で
ま
す
。

最
近
で

は
、
身
の

ま
わ
り
に

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
や
化

繊
な
ど
石

油
製
品
が

多
く
、
小

と
が
大
切
で
す
。

煙
を
見
た
ら
す
ぐ
外
へ

○
　
塵
が
部
屋
中
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
い
た
ら
ま
ず
避
難
す
る
こ
と
で

す。
〇
一
度
外
に
出
た
ら
絶
対
に
も
の

を
と
り
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

煙
の
恐
し
さ
を
知
ろ
う

最
近
の
火
災
の
恐
し
さ
は
、
炎
か

ら
煙
へ
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す

火
災
に
よ
る
死
者
の
大
部
分
は
煙

に
よ
る
も
の
で
す
。
目
に
見
え
る
短

日
に
見
え
な
い
有
誌
ガ
ス
に
注
慈
し

さ
な
火
災
で
も
多
丑
の
煙
が
発
生
し

多
く
の
蟻
雑
考
が
出
て
い
ま
す
。
煙

の
こ
わ
さ
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
火

災
か
ら
命
を
替
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

です。管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
1
0
月
ま
で

年
末
年
始
　
救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す

1
2
月
3
1
日
と
正
月
3
日
間
、
蟻
時

の
「
急
病
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
致
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
遠
賀
中
間
医
師
会

の
全
面
的
協
力
を
得
て
、
遠
賀
郡
4

町
と
中
間
市
が
共
同
で
設
け
る
も
の

で
、
急
病
で
や
む
得
な
い
方
に
限
っ

て
診
察
し
ま
す
。

正
月
酒
の
飲
み
す
ぎ
や
、
正
月
過

ぎ
に
診
察
を
受
け
れ
ば
よ
い
よ
う
な

慢
牡
の
患
者
さ
ん
の
診
嬢
は
、
お
断

り
致
し
ま
す
。

な
お
、
急
病
で
診
察
を
受
け
ら
れ

る
方
は
次
の
導
を
御
承
知
下
さ
い
。

▽
診
察
は
「
有
料
」
で
す
。

▽
来
所
の
と
き
は
、
印
鑑
と
被
保
険
者

証
又
は
、
生
保
の
診
療
依
頼
書
。

老
人
・
乳
幼
児
・
障
害
者
医
憩
を
受

け
て
い
ろ
人
は
、
印
鑑
と
被
保
険
者

証
と
各
医
療
証
を
必
ず
持
参
し
て
下

さ
い
。

▽
往
診
は
致
し
ま
せ
ん
。

▽
開
設
場
所
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町

頃
末
、
町
民
会
館
前
）
笛
話
0
9
3

（
2
0
1
）
4
1
6
1
又
は
0
6
2

▽
開
設
日
と
診
療
時
間

1
2
月
3
1
日
　
1
0
時
～
1
8
時

1
月
1
日
　
1
2
時
～
1
8
時

1
月
2
日
　
1
0
時
～
1
8
時

1
月
3
日
　
1
0
時
～
1
8
時

役
　
　
場

役
場
の
事
務
は
例
年
の
と
お
り
、
1
2

月
躯
日
午
前
中
に
「
御
用
納
め
」
を
行

い
、
1
月
3
日
ま
で
窓
口
一
般
車
務
は

取
り
扱
い
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
4
日
の
郵
務
も
、
午
湖
中
し

か
取
り
扱
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
印
鑑
証
明
、
戸
籍
謄
抄
本
、
転

出
証
明
な
ど
は
、
1
2
月
郷
口
午
後
以
降

は
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
方

は
早
目
に
役
場
に
お
い
で
下
さ
い
。

た
だ
し
、
声
籍
の
受
付
（
出
生
届
、

死
亡
届
）
に
つ
い
て
は
当
宙
者
に
申
し

出
て
下
さ
い
。

遠
賀
町
老
人
憩
の
家

1
2
月
純
白
か
ら
、
1
月
4
日
ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。

新
年
1
月
5
日
か
ら
の
お
い
で
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
と
別
館

1
2
月
織
目
か
ら
、
1
月
4
日
ま
で
休

館
い
た
し
ま
す
。
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古
い
道
に
沿
　
っ
　
て

老
良
の
土
手
に
あ
が
り
伊
佐
座
か
ら

立
屋
敷
の
方
を
眺
め
る
と
、
古
い
昔
の

こ
と
が
見
た
こ
と
も
な
い
夢
の
よ
う
に

浮
か
ん
で
く
る
。

添
田
芳
一
翁
の
顕
彰
碑
と
神
田
川
記

念
碑
の
あ
る
公
園
風
な
草
原
で
、
桜
落

葉
の
散
り
敷
い
た
上
を
歩
く
と
、
自
然

の
中
に
居
る
こ
と
が
如
何
に
も
快
よ
い

る
。
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
繁
る

あ
た
り
を
通
り
、
島
田
川
に
架
っ
た
橋

を
渡
る
。

そ
の
麓
に
あ
る
「
柴
田
階
敏
翁
」
の

謡
に
先
人
の
労
苦
を
偲
ぶ
の
だ
っ
た
。

翁
は
こ
の
地
区
を
始
め
、
遠
賀
町
の
特

に
水
利
行
政
に
尽
さ
れ
た
人
で
、
初
代

島
門
村
長
で
も
あ
る
。
明
治
幾
年
と
の

☆
…
・
昭
和
5
5
年
度
保
育
所
入
所
の
申
し
込
み
受
付
け
を
、
次
の
と
お
…
…
淳

☆
…
‥
り
行
な
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆

ひ
び
さ
に
な
っ
て

伝
わ
っ
て
く
る
。

伊
佐
座
あ
た
り

の
様
子
も
河
口
堰

の
工
事
で
、
す
っ

か
り
変
っ
た
薬
包

に
な
っ
て
ゆ
く
。

弥
生
時
代
の
土
器

や
生
活
用
具
な
ど

数
多
く
出
土
し
た

と

い

う

あ

た

り

も
、
い
ま
は
一
面

に
掘
り
と
ら
れ
て

工
導
の
完
成
を
待

つ
姿
で
あ
る
。

こ
と
。皆

は
小
さ
い
川
舟

な
ど
も
見
え
た
嵐
田

川
も
、
今
で
は
あ
ま

り
風
憫
に
と
ほ
し
い

景
色
で
あ
る
。
破
り

め
ぐ
ら
し
た
鉄
の
フ

ェ
ン
ス
と
、
土
の
見

え
な
い
通
と
で
は
、

昔
の
姿
を
脳
裡
に
求

め
る
よ
り
し
か
な
い

「
九
鉄
用
地
」
の

赤
い
道
操
を
見
つ
け

て
、
鉄
道
の
開
通
し

た
頃
の
こ
と
や
、
こ

古
老
の
話
で
は
、
こ
の
附
近
東
か
ら

西
へ
遠
賀
川
を
渡
る
道
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
、
そ
れ
は
立
屋
敷
あ
た
り
か
ら
、

鉄
橋
の
少
し
上
流
あ
た
り
を
渡
り
、
曲

の
手
辺
り
へ
、
そ
し
て
今
は
埋
立
て
ら

れ
て
い
る
処
を
通
り
、
鉄
道
の
下
を
く

ぐ
り
（
今
も
赤
煉
瓦
の
橋
台
が
残
っ
て

い
る
）
左
に
折
れ
て
、
旧
侍
区
へ
通
じ

の
あ
た
り
に
在
っ
た
旧
訳
の
こ
と
を

思
う
。
昔
は
駅
の
こ
と
を
「
停
車
場
」

と
呼
ん
で
い
た
。
な
つ
か
し
い
名
前
で

あ
る
、
と
年
令
を
わ
す
れ
て
考
え
る
の

だ
っ
た
。
水
成
岩
で
で
き
た
旧
い
家
の

垣
根
な
ど
あ
っ
て
小
春
日
和
と
い
い
た

い
日
で
あ
る
。

（
片
山
花
組
史
）

▽
入
所
基
準
（
次
の
誌
項
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
家
庭
に
お
い
て
児
垂
の

保
育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
入
所
が
許
可
さ
れ
ま
す
）

用
培
親
が
勤
務
し
て
い
ろ
場
合

の
母
親
が
日
中
家
庭
で
家
謡
以
外
の

仕
譲
を
し
て
い
る
場
合

S
母
親
が
い
な
い
家
庭
（
死
亡
・
行

末
骨

方
不
明
等
）

の
母
親
の
出
産
後
（
出
産
の
前
後
ま

た
は
疾
病
の
場
合
等
）

㈲
病
人
の
看
病
（
長
期
に
わ
た
る
病

人
や
障
害
者
が
あ
る
た
め
母
親
が

看
病
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
）

㈹
家
庭
の
災
害
（
火
災
・
風
水
害
で

居
室
を
失
っ
た
場
合
）

た
だ
し
、
家
庭
で
母
親
以
外
の
人
で

も
保
育
可
能
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は

入
所
で
き
ま
せ
ん
。

▽
入
所
定
員

遠
賀
川
保
育
園
　
　
0
0
人

山
び
こ
保
育
園
　
　
脚
人

南
部
保
育
園
　
　
脚
人

▽
受
付
期
間

昭
和
瓢
箪
1
2
月
約
日
（
木
）
～
昭
和

5
5
年
1
月
3
1
日
（
木
）
ま
で

▽
申
込
方
法

役
場
福
祉
係
で
入
所
由
韻
蕾
を
受
取

っ
て
い
た
だ
き
、
入
所
を
春
型
さ
れ

る
保
育
所
へ
申
蘭
書
を
提
出
し
て
下

さい。な
お
、
現
在
保
育
所
に
入
所
中
の

児
童
も
新
規
に
申
請
書
を
提
出
し
て

下
さ
い
。

▽
問
い
合
せ
先

遠
賀
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

態
話
（
3
）
1
2
3
4

第
鮪
回
「
わ
が
家
の
家

計
簿
」
体
験
談
募
集

新
し
く
家
計
簿
を
つ
け
よ
う
と
し
て

い
る
方
や
、
詰
腹
方
法
の
改
善
、
家
計

簿
の
活
用
に
努
力
し
て
い
る
方
々
の
参

考
に
す
る
為
に
、
あ
な
た
が
家
計
簿
を

通
じ
て
体
験
し
、
感
じ
ら
れ
た
疎
を
文

章
に
つ
づ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
次
の
と

お
り
舞
楽
し
て
い
ま
す
の
で
諮
っ
て
応

募
下
さ
い
。

o
原
稿

○
本
文
は
相
手
諸
原
稿
用
紙
5
枚

（
2
0
0
0
字
）
以
内
。

※
本
文
の
ほ
か
、
月
別
、
項
目
別

支
出
一
覧
表
を
添
付
の
こ
と
。

○
原
稿
に
は
応
募
者
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
を
つ
け
る
）
、
住
所
（
郵
便

番
号
を
つ
け
る
）
、
職
業
、
年

齢
、
同
一
家
計
で
鞋
ら
す
家
族
一

覧
（
応
募
者
と
の
続
柄
、
年
齢
、

職
業
、
就
学
状
況
な
ど
）
　
家
計

簿
、
記
帳
年
数
及
び
連
絡
寓
話
番

号
を
必
ず
詑
絨
す
る
こ
と
。

○
封
筒
の
表
面
に
　
「
家
計
簿
体
験

談
」
と
明
紀
。

⑩
募
集
期
間

昭
和
5
4
年
1
2
月
1
日
～
聞
知
5
5
年

2
月
約
日

⑱
送
付
先

細
岡
県
貯
蓄
推
進
委
員
会
　
恕
岡

市
中
央
区
天
神
4
1
2
－
1
日
本

銀
行
福
岡
支
店
内
　
〒
洲

日
本
銀
行
北
九
州
支
店
∴
北
九
州

市
小
倉
北
区
紺
屋
町
1
3
－
1
3

〒榔）



第232号（6）「広報おんが」

役場の事務は28日の午前中に「御用納め」を行います。

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
場
　
所

▽
持
参
品

▽
内
　
容

1
2
月
1
7
日
（
月
）

1
月
2
1
日
（
月
）

9
時
0
0
分
～
日
時
5
0
分

1
歳
未
満
児

役
場
保
健
室

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定
、
食

導
等
の
相
談

母
子
手
帳
交
付
日

▽
期
　
日
　
1
2
月
1
4
日
・
1
2
月
幻
日

▽
時
　
間
　
即
時

∇
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
持
参
品
　
印
鑑
・

▽
そ
の
他
0
母
子
手
帳
の
使
用
法
、
妊

娠
中
の
生
活
指
導
を
し
ま

す
の
で
必
ず
本
人
が
受
け

取
り
に
来
て
下
さ
い
。

○
妊
娠
屈
は
早
目
に
保
健
所

に
出
し
て
下
さ
い
。

（
毎
週
水
曜
日
1
3
時
か
ら

受付）

老
　
人
　
検
　
診

▽
期
　
日
　
1
2
月
1
8
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
4
時
（
1
2
時
か
ら

1
3
時
ま
で
昼
休
み
）

▽
揚
∴
所
　
老
人
憩
の
家
（
別
府
）

▽
対
象
者
　
消
館
韻
以
上
の
人
全
員

▽
検
診
内
容
0
問
診
　
○
血
圧
測
定

○
検
尿
　
0
血
色
紫
検
査

あ
な
ど
る
な
ガ
ン
の
こ
わ
さ
は
無
慮
状

（
子
宮
ガ
ン
検
診
）

◎
申
込
み

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
衛
生
係

▽
申
込
み
期
限
　
2
月
5
日
（
火
）
か
ら

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
員
　
3
0
0
名
へ
1
日
各
1
5

0
名
）

▽
費
　
用
　
2
2
0
0
円
（
内
1
2
0

0
円
を
町
が
補
助
し
ま

す）

▽
申
込
み
は
印
鑑
と
1
0
0
0
円
を
添

え
て
彊
接
窓
口
ま
で

◎
検
　
診

▽
期
　
日
　
3
月
1
0
日
（
月
）

3
月
細
目
（
月
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
9
時
－
1
0
時

検
査
　
1
0
時
約
分
か
ら

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）
、

手
遅
れ
で
泣
く
よ
り
笑
顔
で
ガ
ン
検
診

（
追
加
　
冒
ガ
ン
検
診
）

◎
申
込
み

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
衛
生
係

▽
申
込
み
期
限
　
2
月
5
日
（
火
）
か
ら

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
員
∴
和
名

▽
費
　
用
　
2
1
0
0
円
（
内
1
7
0

0
円
を
町
が
補
助
し
ま

す）

▽
申
込
み
は
印
鑑
と
1
0
0
0
円
を
添

え
て
直
接
窓
口
ま
で

◎
検
　
診

∇
期
　
日
　
3
月
1
8
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
8
時
4
0
分
～
n
時

検
査
　
9
時
か
ら

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

麻
疹
（
は
し
か
）

予
防
接
種

▽
期
　
日
　
l
年
中

○
で
き
る
だ
け
次
の
期
間
内
で
受
け
て

下
さ
い
。

1
月
下
旬
～
3
月
上
旬

0
次
の
期
間
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん

の
で
受
け
な
い
で
下
さ
い
。

6
月
下
旬
～
9
月
上
旬

▽
接
種
場
所
　
町
内
医
院
・
病
院

青
柳
病
院
・
占
部
医
院

村
田
医
院

▽
対
象
者
　
生
後
1
2
カ
月
～
7
2
カ
月
児

（
な
る
べ
く
生
後
1
8
カ
月

～
3
6
カ
月
の
問
で
受
け
て

下
さ
い
）

次
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
麻
珍
に
か
か
っ
た
こ
と
の

あ
る
人
。

○
麻
疹
の
予
防
撰
理
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
人
。

▽
接
種
方
法
　
対
象
期
間
内
に
町
内
医

院
・
病
院
で
一
度
受
け

る。

▽
接
穂
料
金
　
1
人
1
0
0
0
円
（
内

2
0
0
0
円
を
町
が
補

助
し
ま
す
）

▽
問
診
票
の
交
付

接
謡
希
望
者
は
接
種
前
日

か
ら
一
週
間
前
に
印
鑑
を

持
参
の
う
え
保
健
衛
生
係

で
問
診
票
を
受
領
下
さ

い。

▽
病
院
に
持
参
す
る
も
の

問
診
票
・
接
種
料
2
0
0

0
円
・
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
o
ワ
ク
チ
ン
の
関
係
上
希
望

す
る
期
日
に
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

o
生
保
並
び
に
町
県
民
税
が

均
等
割
額
以
下
の
世
帯
の

人
は
問
診
票
を
受
領
さ
れ

る
際
に
申
し
出
て
下
さ

い
。
無
料
券
を
さ
し
上
げ

ます。

三
種
混
合
予
防
接
種

鐙
▽
期
　
日
　
1
2
月
2
1
日
（
金
）

▽
そ
の
他
　
時
間
・
場
所
・
申
込
方
法

等
く
わ
し
い
こ
と
は
「
広

報
お
ん
が
9
月
号
」
を
ご

ろ
ん
下
さ
い
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か

ら
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
の
健
康
相
談
何
で
も

受
け
ま
す
。
御
連
絡
下
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬
が
あ
り

ま
す

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て

下
さ
い
。

◎
所
在
地
　
門
司
区
大
字
伊
州
7
8
4

・
7
8
6
・
7
8
9
番
地

○
名
　
称
　
細
工
囲
（
通
称
　
く
ね
い

がわ）

○
届
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
1
月
3
1
日

○
届
出
先
　
小
倉
北
区
役
所
内
西
別
館

北
九
州
高
士
地
開
発
公
社

ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
ジ
ス
が
特
定
疾
患
に
追

加
さ
れ
ま
し
た

く
わ
し
く
は
保
健
所
に
お
た
ず
ね
下

さい。
遠
賀
霊
園
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
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どの子にも　愛を　希望を　しあわせを

「
も
う
い
く
つ
寝
る
と
…
・
・
」
主
婦
の
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
は
一
番
い
そ
が
し
い
年
末
年
始
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
時
期
は
た
く
さ
ん
の
食
品
が
一
度
に
製
造
さ
れ
、

販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
取
り
扱
い
が
粗
雑

・
不
衛
生
に
な
り
か
ら
で
す
。

ま
た
、
保
存
料
や
殺
菌
科
な
ど
の
添
加
物
も
、
塑
準

以
上
に
使
わ
れ
が
ら
で
す
。

厚
生
省
で
は
、
毎
年
1
2
月
1
日
か
ら
2
7
日
ま
で
、

「
食
品
お
よ
び
添
加
物
な
ど
の
年
末
一
斉
取
締
り
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
せ
ち
料
理
な
ど
、
お
正
月
周
の

食
品
を
調
理
す
る
際
に
注
意
し
た
い
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

●
‘
・
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
・
●
●

細
菌
を
〝
つ
け
ず
、
ふ
や
さ
ず
、

生
か
さ
ず
〝

食
中
轟
は
夏
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
冬
季
と
い
え
ど
、
油
断
大
敵

です。細
菌
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
は
び
こ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
は
、
い
わ

ば
、
す
べ
て
細
菌
の
す
み
か
と
い
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
え
、
都
合

洗
浄
、
消
誌
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

第
2
は
、
調
理
し
た
も
の
は
な
る
べ

く
早
く
食
べ
る
こ
と
で
す
。
長
く
硬
く

と
、
細
菌
が
つ
き
増
殖
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
す
。

第
3
は
、
加
熱
で
き
ろ
も
の
は
煮
る

か
、
焼
く
か
し
で
菌
を
殺
し
て
し
ま
う

こ
と
で
す
。
ま
た
、
加
熱
で
き
な
い
も

の
は
、
冷
却
す
る
　
ー
　
つ
ま
り
「
加
熱

ま
た
は
冷
却
」
の
原
則
で
す
。
細
菌
を

「
つ
け
ず
、
ふ
や
さ
ず
、
生
か
さ
ず
L

C
の
三
原
則
を
お
忘
れ
な
く
。

ま
た
、
年
末
の
忙
し
い
と
き
で
す
。

業
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
「
猫
の
手

も
借
り
た
い
」
ほ
ど
で
し
ょ
う
が
、
食

品
の
衛
生
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
保
存
料
な
ど
食
品
添
加
物
は

．
過
信
〟
す
る
こ
と
な
く
、
基
準
内
の

使
用
を
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

の
惑
い
こ
と
に
、
食
品
の
中
で
細
閑
が

増
殖
し
て
い
て
も
、
臭
い
、
味
、
形
な

ど
の
変
化
が
起
こ
ら
な
い
場
合
も
あ
る

の
で
す
。

食
品
の
安
全
を
確
保
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
こ
の
よ
う
な
見
え
な
い
敵
を
相

手
に
す
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
、
む
ず

か
し
い
に
は
遠
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、

〝
敵
．
の
性
格
を
知
れ
ば
自
ら
適
切
な

対
策
が
た
て
ら
れ
ま
す
。

ま
す
第
l
は
「
浦
潔
を
保
ち
、
食
品

に
細
菌
を
つ
け
な
い
」
こ
と
で
す
。
食

品
や
調
理
器
典
、
調
理
場
所
な
ど
は
、

よ
く
洗
浄
し
て
い
つ
も
清
潔
に
保
っ
て

く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
台
所
に
立
つ
主

婦
の
み
な
さ
ん
も
十
分
に
手
指
な
ど
の

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
心
か
ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
厚
く
お
礼
印
し
上
げ
ま
す
。

赦
　
丸
井
　
ユ
キ
様

（
砦
　
松
）
丸
井
幸
男
様

故
　
栗
林
サ
ギ
ノ
様

（
虫
生
津
）
栗
林
正
接
様

故
　
上
田
　
福
江
様

（
島
　
津
）
上
田
敏
美
様

故
　
人
氾
∴
次
代
様

（
別
　
府
）
入
江
正
隆
嫌

故
　
毛
利
　
ナ
ミ
嫌

（
虫
生
津
）
毛
利
善
夫
様

故
　
吉
浦
　
国
雄
様

（
鬼
　
津
）
吉
浦
利
和
様

故
　
田
代
と
サ
エ
様

（
血
生
靴
）
田
代
秋
穂
様

〝
人
権
・
心
配
ご
と

合
同
相
談

開
設
の
お
知
ら
せ
〝

○
日
時
　
1
2
月
独
白
　
1
0
時
～
1
5
時

○
場
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館

○
担
当
員

人
柄
娩
憩
委
員

法
務
局
職
員

心
配
こ
と
相
談
員

0
相
談
内
蓉

人
柄
問
題
・
発
語
・
戸
籍
・
借
地
・

借
家
・
相
続
・
金
銭
貸
借
そ
の
他
法

律
問
題

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ます。



7）「広組おんが」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第232号

8　7　6　5

区　区　区　区

2030　中小

煮煮董董

1980年まであと20日あまり悔いのない70年代に

コ
ー
ド
の
ひ
ね
り
接
続
は
危
険
で
す

偲
線
や
コ
ー
ド
は
つ
な
ぎ
さ
え
す
れ

ば
惑
灯
は
つ
き
、
洗
た
く
磯
は
回
り
ま

す。

し
か
し
‥
・
・

館
線
や
コ
ー
ド
の
ひ
ね
り
援
護

は
つ
な
ぎ
め
が
熱
を
も
っ
て
、
や

が
で
短
気
火
災
の
も
と
に
な
り
ま

す。
接
続
は
コ
ネ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
正
し

く
し
ま
し
ょ
う
。（

財
）
九
州
語
気
保
安
協
会

㌻帯
出

第
5
回
公
民
館
対
抗

駅
伝
競
走
大
会

e一食毎－、

恒
例
の
遠
賀
町
民
駅
伝
大
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
町
内
各
地
区
公

民
館
対
抗
で
す
か
ら
、
皆
様
多
数
の
御

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
2
月
1
6
日
（
日
）

1
0
時
ス
タ
ー
ト

▽
コ
ー
ス
　
島
門
小
学
校
横
～
鬼
津
～

小
鳥
掛
～
尾
崎

▽
オ
ー
ダ
ー
と
走
顕
態

。
1
区
　
0
0
才
代
　
2
キ
ロ

0
2
区
　
中
学
生
　
2
・
3
キ
ロ

0
3
区
　
2
0
才
代
　
2
キ
ロ

。
4
区
　
中
学
卒
～
1
9
才2

・

3

キ

ロ

2
キ
ロ

2

・

3

キ

ロ

2
キ
ロ

2
・
3
キ
ロ

各
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

の
　
募
　
集

町
体
育
協
会
で
は
、
各
部
、
各
教
室

と
も
非
常
に
活
発
に
部
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
指
導
者
が
ま
だ
不
足
し
て

い
る
関
係
で
充
分
に
手
の
行
き
届
か
な

い
面
も
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

学
生
時
代
に
経
験
さ
れ
た
方
、
現
在

職
場
等
で
な
さ
っ
て
い
る
方
で
指
導
を

し
て
下
さ
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
の

で
、
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
課
懲
話

（
3
）
1
3
5
5
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
水
泳
、
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

テ
ニ
ス
、
陸
上
、
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
相
撲
、
空
手
、
柔
道
、
剣
適

塾
消
防
設
備
土
龍
習
会
の

お

知

ら

せ

▽
内
　
容
　
消
防
法
第
1
7
条
の
8
の
2

の
規
定
に
基
づ
く
消
防
設

備
士
に
対
す
る
消
防
用
設

備
等
の
エ
畢
又
は
整
備
に

関
す
る
講
習
。

▽
対
∴
象
　
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付

を
受
け
た
日
か
ら
2
年
を

経
過
し
て
い
な
い
著
で
当

諦
酉
を
受
け
て
い
な
い
も

の
、
ま
た
は
、
当
該
講
習

を
受
け
て
4
年
以
上
経
過

し
5
年
末
満
の
者
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
郡

消
防
本
部
予
防
課
璃
話
（
3
）
1
2
3

1
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

昭
和
5
5
年
度

「
進
学
ロ
ー
ン
」

の
お
知
ら
せ

国
民
公
庫
で
は
来
年
1
月
か
ら
進
学

資
金
貸
付
の
申
込
み
を
受
け
つ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
い
た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
方

高
校
、
高
専
、
短
大
、
大
学
な
ど
に

進
学
す
る
方
の
父
兄
で
、
勤
務
者
は

年
間
の
総
収
入
が
5
0
0
万
円
、
専

業
者
は
年
間
の
課
税
所
得
金
額
が
3

5
5
万
円
ま
で
の
方
。

▽
使
い
み
ち

入
学
金
、
授
業
料
な
ど
学
校
に
納
付

す
る
資
金
。

受
験
料
、
教
科
書
代
な
ど
進
学
に
瞭

し
必
要
な
資
金
。

▽
融
資
額

5
0
万
円
ま
で
。

▽
金
　
利

謡
業
資
金
の
韮
轡
金
利
と
同
じ
（
年

8
パ
ー
セ
ン
ト
）

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
民
公

庫
支
店
、
銀
行
、
信
託
銀
行
、
相
互
銀

行
、
借
用
金
魅
、
信
用
組
合
、
農
協
、

漁
協
の
相
談
窓
口
に
お
問
い
合
せ
下
さ

国
立
北
九
州
工
業
高
等

専
門
学
校

学
生
募
集

詳
細
に
つ
い
て
は
、
北
九
州
工
業
高

等
専
門
学
校
　
小
倉
南
区
大
字
志
井
1

4
0
番
地
∴
短
詩
0
9
3
（
9
6
2
）

5
8
3
1
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

福
岡
県
立
戸
畑
高
等

職
業
訓
練
校訓

練
生
募
集

設
立
以
来
伽
余
年
の
歴
史
を
も
ち
、

修
了
予
定
者
は
極
め
て
好
条
件
で
就
職

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県

立
戸
畑
高
等
職
業
訓
練
校
　
戸
畑
区
東

大
谷
2
丁
目
1
番
1
号
　
記
譜
0
9
3

（
8
8
2
）
4
3
0
6
に
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。



第232号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広組おんが」（8）

12月後期の遠賀町主要行事

日 �曜 �行∴雷　内　容 �時　間 �実施会場 �担当課（係）名 �目的及び主竺」一一三二 l 

10 （ 22 � �12　月　定　例　議　会 �9：00－ 17：00 �説∴∴∴拐 �韻会事務局 

16 �日 �第5回公民館対駅 伝競走大会 �10：00 スタート �畠門小学校検 �教育委員会 �小学生、中学生、中卒－19才 20才代、30才代等8区に分け 競走 � 

17 �月 �乳　　児　相　　談 �9：30－ 11：30 �梗∴∴∴譲 �住　民　　課 � �詳細は 5ページ 

18 �十 �老　　人　　検，∴診 �10：00－ 14：00 �老人憩の家 �住　民　課 �朗上の老人　犀ジ 

発　　　大　　　学 �9：30・－ 15：30 �町中央公民館 �教育委員会 �鰹擢馨彊話外 宗教と生活「心のやすらぎ」 � 

21 �金 �2、3種混合予防注射 �13：00－ 15：00 �町中央公民館 �住　民　　課 �犀 

22 �土 �町　行　政　懇言誤　会 �10：30－ �町公民館別館 �庶∴∴務　課 �議員、各謡委員会 協議会委員等 � 

24 �月 �霊。牢固相談 �10：00－ 15：00 �町公民飴別館 �福　　祉　課 �匡 

26 （ 30 � �年　末　暫∴∴戒 �19：00－ 24：00 �町　内　一　円 �町　消　防　団 �町瀾　l 

27 �木 �母　子　手　帳　交　付 �10：00－ �役∴∴∴揚 �住　　民　　課 � �詳細は 5ページ 

28 �金 �御　　用　　納　　め �正午まで �役　　　揚 � �町行政寧務全般 � 

31 �月 �工　業　統　計　預言査 � � �産　　業　　課 �雄企搬∴∴匡段 

「御用始め」は1月4日（午前中のみ）からです。

工
業
統
計
調
査
に

こ
協
力
下
さ
い

工
業
統
計
調
査
は
明
治
他
年
に
始
め
ら
れ
た
伝

統
あ
る
調
査
で
、
大
正
9
年
か
ら
は
毎
年
雑
談
し

て
行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
の
統
計
調
査
の
う
ち
で

は
国
勢
調
査
な
ど
と
並
ん
で
最
も
重
要
な
調
査
の

一
つ
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
製
造
業
の
す
が
だ
や
製

造
活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
調
査
の
結
果
は
、
広
い
分
野
で
活
用

さ
れ
、
住
み
よ
い
日
本
を
築
く
た
め
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

調
査
は
、
1
2
月
3
1
日
現
在
で
、
製
造
業
に
屈
す

る
す
べ
て
の
専
業
所
を
対
象
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
っ
た
郵
楽
所
に
は
調
査
員
が
う
か
が
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
で
記
入
い
た
だ
い
た
こ
と
が

ら
は
、
統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
、
税
金

な
ど
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
法
律
で
も
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

統
帥
は
未
来
を
ひ
ろ
く
道
し
る
べ

．
I
i
i
i
i
i
i
，
－
－
i
・
I
i
i
i
i
．
1
．
．
－
1
－
－
－
，
l
I
〈

広
報
お
ん
が
日
月
2
5
日
号
の
サ
ー
ク
ル
会
員
募

集
で
、
「
遠
賀
弥
生
ク
ラ
ブ
」
少
女
バ
レ
ー
会
員

募
集
と
あ
る
の
は
、
別
府
区
少
女
バ
レ
ー
会
員
募

集
の
あ
や
ま
り
で
し
た
の
で
訂
正
し
お
わ
び
し
ま

す。


